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第
七
十
三
条
か
ら
第
七
十
六
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
か
ら
第
七
十
六
条
ま
で

削
除

第
七
十
六
条
の
二
及
び
第
七
十
六
条
の
三
を
削
る
。

第
五
章
第
一
節
第
二
款
、
第
二
節
及
び
第
三
節
を
削
る
。

第
七
十
八
条
第
一
項
中
「
第
八
十
七
条
第
十
三
項
」
を
「
第
八
十
七
条
第
十
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
六
条
第
一
項
中
「
、
建
築
物
の
販
売
又
は
賃
貸
の
事
業
を
行
う
者
」
及
び
「
、
建
築
物
の
外
壁
、
窓
等
を

通
し
て
の
熱
の
損
失
の
防
止
及
び
建
築
物
に
設
け
る
空
気
調
和
設
備
等
に
係
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
利
用
の
た
め

に
建
築
物
に
必
要
と
さ
れ
る
性
能
の
表
示
」
を
削
る
。

第
八
十
七
条
中
第
十
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
を
削
り
、
第
十
三
項
を
第
十
項
と
し
、第
十
四
項
を
第
十
一
項
と
し
、

同
条
第
十
五
項
中
「
第
十
三
項
」
を
「
第
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
す
る
。

第
八
十
八
条
第
一
項
中
「
、
同
条
第
二
項
」
を
「
又
は
同
条
第
二
項
」
に
改
め
、「
又
は
第
七
十
六
条
の
十
四
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
」
を
削
る
。

第
八
十
九
条
第
一
項
中「（
第
七
十
六
条
の
十
及
び
第
七
十
六
条
の
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を

削
る
。

第
九
十
三
条
第
二
号
中「（
第
七
十
六
条
の
十
及
び
第
七
十
六
条
の
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
及

び
「
、
建
築
物
調
査
の
業
務
又
は
建
築
物
調
査
講
習
の
業
務
」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中「
又
は
第
七
十
六
条
の
十
」

を
削
る
。

第
九
十
五
条
第
二
号
中
「
、
第
七
十
五
条
第
四
項
、
第
七
十
六
条
の
六
第
三
項
」
を
削
る
。

第
九
十
六
条
第
一
号
中「（
第
七
十
六
条
の
十
及
び
第
七
十
六
条
の
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を

削
り
、「
、
第
七
十
一
条
第
三
項
、
第
七
十
五
条
第
一
項
又
は
第
七
十
五
条
の
二
第
一
項
」
を
「
又
は
第
七
十
一
条
第

三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
、
第
七
十
五
条
第
五
項
、
第
七
十
五
条
の
二
第
三
項
」
を
削
り
、「
第
十
三
項
」

を
「
第
十
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
、
第
七
十
六
条
の
十
若
し
く
は
第
七
十
六
条
の
十
六
」
を
削
る
。

第
九
十
九
条
第
二
号
中「（
第
七
十
六
条
の
十
及
び
第
七
十
六
条
の
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を

削
り
、「
第
四
十
七
条
第
二
項
各
号
」
を
「
同
条
第
二
項
各
号
」
に
改
め
る
。

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
七
条

一
部
施
行
日
前
に
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
法
」
と
い
う
。）第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た

第
一
種
特
定
建
築
主
等
に
対
す
る
当
該
届
出
に
係
る
指
示
、
公
表
及
び
命
令
並
び
に
こ
れ
ら
の
指
示
、
公
表
及
び
命

令
に
係
る
報
告
及
び
立
入
検
査
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
に
係
る

新
築
、
改
築
又
は
増
築
で
あ
っ
て
特
定
建
築
行
為
又
は
第
十
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
該
当
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
第
三
章
第
一
節
及
び
第
二
節
並
び
に
附
則
第
三
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２

一
部
施
行
日
前
に
旧
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
法
第
七
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
第
二
種

特
定
建
築
主
に
対
す
る
当
該
届
出
に
係
る
同
条
第
二
項
の
勧
告
並
び
に
当
該
勧
告
に
係
る
報
告
及
び
立
入
検
査
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
に
係
る
新
築
、
改
築
又
は
増
築
で
あ
っ
て
特

定
建
築
行
為
又
は
第
十
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
第
一
節
及
び
第

二
節
並
び
に
附
則
第
三
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３

一
部
施
行
日
前
に
旧
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
法
第
七
十
六
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
勧
告
は
、
第

二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
勧
告
と
み
な
す
。

（
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
条

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
条
第
九
項
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第

七
十
五
条
第
一
項
又
は
第
七
十
五
条
の
二
第
一
項
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律

第
十
九
条
第
一
項
」
に
、「
こ
れ
ら
」
を
「
同
項
」
に
、「
同
法
第
七
十
五
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
又
は
第
七
十
五

条
の
二
第
二
項
」
を
「
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
の
次
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
七
月
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

９

集
約
都
市
開
発
事
業
を
施
行
し
よ
う
と
す
る
者
が
そ
の
集
約
都
市
開
発
事
業
計
画
に
つ
い
て
第
一
項
の
認
定
を

受
け
た
と
き
は
、当
該
集
約
都
市
開
発
事
業
計
画
に
基
づ
く
特
定
建
築
物
の
整
備
の
う
ち
、建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）第
十
二
条
第
一
項
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
が
あ
っ
た

場
合
を
除
き
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
適
合
判
定
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
も
の
と
み
な
し
て
、
同
条
第
六

項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
五
十
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
第
七
十
三
条
第
一
項
に
規
定

す
る
判
断
の
基
準
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
建

築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
」
に
、「
建
築
物
に
係
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
第
七
十
五

条
第
一
項
又
は
第
七
十
五
条
の
二
第
一
項
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
第
十
九

条
第
一
項
」
に
、「
こ
れ
ら
」
を
「
同
項
」
に
、「
同
法
第
七
十
五
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
又
は
第
七
十
五
条
の
二

第
二
項
」
を
「
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
の
次
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

８

低
炭
素
化
の
た
め
の
建
築
物
の
新
築
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
そ
の
低
炭
素
建
築
物
新
築
等
計
画
に
つ
い
て
第

一
項
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
低
炭
素
化
の
た
め
の
建
築
物
の
新
築
等
の
う
ち
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
一
項
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
が
あ
っ
た
場
合
を
除
き
、
同
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
適
合
判
定
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
も
の
と
み
な
し
て
、
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
を
適
用

す
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
九
条

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
十
条

こ
の
附
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
十
一
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
建
築
物
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
基
準
へ
の
適
合
の
状
況
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
に
関
す
る
技
術
開
発
の
状
況
そ
の
他
こ
の
法
律
の

施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
、建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
制
度
全
般
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

経
済
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大
臣

宮
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国
土
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大
臣

太
田
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閣
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大
臣
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